










































































































































授 業 化学 物理 物理 生物 化学
学校名 A中等学校 A中等学校 B中等学校 C中等学校 C中等学校
学 年 S2 S1 S2 S5 S1
トピック 塩基の性質 密度 膨張 運動 酸と塩基の指示薬
グループ 8～14人×8グループ 8人×15グループ 無 無，14人 無，72人





















































































































観察を実施し，結果を記述する 時々 時々 半分 半分 時々
教師の演示実験・調査を見る 時々 時々 半分 時々 時々
自分たちで実験・調査の計画を立てる ない ない ない ない ない
自分たちで実験・調査を実施する 時々 時々 ない 時々 時々
実験・調査時小グループで実施する 時々 時々 ない 半分 時々
理科の教科書や参考書を読む ない ない ない ほぼ毎回 ない
科学的事実・原理を記憶する ない ない 時々 時々 ほぼ毎回
科学的な公式や法則を問題解決に用いる 時々 ほぼ毎回 ほぼ毎回 半分 ほぼ毎回
自分たちの勉強したことを説明する 時々 ほぼ毎回 ない ほぼ毎回 ほぼ毎回
理科の学習を日常生活とつなげる ほぼ毎回 ほぼ毎回 時々 半分 ほぼ毎回












































































小 澤 大 成
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表3 中等学校生徒の理科授業に対する認識
中等学校名 A中等学校 A中等学校 B中等学校 C中等学校 C中等学校



























































































































































































中等学校名 A中等学校 A中等学校 B中等学校 C中等学校 C中等学校
性 別 男性 男性 男性 男性 男性
担当科目 化学 物理 物理 生物 S1
学 歴 教員養成校 教員養成校 大学・教育学部 大学・理学部 大学・理学部
専 攻 生物・化学 数学・物理 数学・物理 生物 生物・化学

































































































































































































































































現地調査においては Kyambogo大学の J. S. Maani上級講師，S. Ndawula上級講師にお世話になった。記して
謝意を表す。
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小 澤 大 成
―４０９―
Based on observation of five science lessons in secondary schools, focused group interviews students,
and interviews of teachers, their perspective of science lessons was examined. Students consider science
lessons are very important for their future carrier and daily life. They want to understand science concept
better through experiments. They also think continuous assessment helps to improve their understanding.
Science teachers basically have same visions but they cannot implement their ideal lessons because of
school environment.
Science lessons of secondary schools in Uganda
―― From the students’ point of view――
OZAWA Hiroaki
―４１０―
